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建設現場での安全作業建設現場での安全作業
「KY活動」「KY活動」

１．はじめに
労働災害が発生する原因が「不安全な状態」と「不安全

な行動」に分類されることはよく知られています。厚生労
働省の労働災害原因要素の分析（平成26年）によると、
建設業における休業４日以上の労働災害のうち、「不安全
な状態」がないものは全体の約1.3%、「不安全な行動」
がないものは全体の約3.1%、「不安全な状態」と「不安
全な行動」のどちらもないものは全体の約0.8％となりま
す。（図–１）建設業における労働災害のほとんどは「不
安全な状態」と「不安全な行動」の両方が重なって発生し
ており、平成５年の分析開始以来、同様の結果が続いてい
ます。これらの危険要因に対して、事前に予知し、労働災
害の発生を防止する取り組みがKY活動（危険予知活動）
です。
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２．KY活動とリスクアセスメント
KY活動と前号のテーマであったリスクアセスメントは

どちらも労働災害の防止を目的としていますが、実施主体
や手法に違いがあります。

KY活動は現場の安全を確保するために行われ、作業者
達の日々の取り組みが基本となるため、対策は当面の行動
レベルとなるのが一般的です。これに対してリスクアセス
メントは組織的に行われる計画的な安全対策といえます。

また、リスクアセスメントは「危険性や有害性の特
定」、「リスクの見積」、「優先度の設定」、「リスク低
減措置」といった一連の手順で実施されますが、出発点で
ある「危険性や有害性の特定」には現場のKY活動により
養成される危険に対する感受性が欠かせません。

リスクアセスメントで出来るのは、あくまでもリスクを
許容可能なレベルまで低減することであり、依然としてそ
こにリスクは存在し続けているため、許容可能と判断され
たリスクであっても、不安全行動によって重大な事故や災
害につながる可能性は常に伴います。

だからこそ、作業にリスクや危険が伴う地盤調査・地盤
補強工事での安全衛生においてKY活動が果たす役割は大
きいといえます。

３．KY活動のバリエーション
KY活動は様々な形式で実施されています。一人ひとり

の危険感受性を鋭くし、集中力を高め、問題解決能力を向
上させ、実践への意欲を高めることをねらいとしたKYT
（危険予知トレーニング）としてはイラストシート等を用
い、５～６人で行う「KYT基礎４ラウンド法」が基本的
な形とされています（表–１）。

表–１　KYT 基礎４ラウンド法の進め方

ラウンド 危険予知訓練の
４ラウンド 危険予知訓練の進め方

１R
（現状把握）
どんな危険が

ひそんでいるか

作業現場にひそむ危険を発見
し、危険要因とその要因が引き
起こす危険な現象を出し合い、
共有する
→「～なので～して～になる」

２R
（本質追及）
これが危険の
ポイントだ

発見した危険のうち、重要だと
思われる危険を抽出し、みんな
の合意でしぽり込み『危険のポ
イント』として、指差し唱和で
確認する
→「�危険のポイント　～なので

～して～になる　ヨシ！」

３R
（対策樹立）
あなたなら
どうする

危険のポイントを解決するには
どうしたらよいかを考え、具体
的な対策案を出し合う

４R
（目標設定）

私達はこうする

対策の中からみんなの合意でし
ぽり込み、『重点実施項目』
とし、それを実践するための
『チーム行動目標』を設定し指
差し唱和で確認する。
→「�～する時は～を～して～し

よう　ヨシ！」

現場では時間的な制約もあるため、実践として「第１R
（現状把握）どんな危険がありますか」、「第２R（目標
設定）私たちはこうする」、の２ラウンド方式（2RKY）
の形になることも多いでしょう。（図–２）

現場KYの様に短時間で行うKY活動では対象とする危険
の選定が大切になるため、職長やリーダーの役割がより重
要となります。

その他、現場状況だけでなく作業者の健康状態に着目す
る健康KY、１人で作業する場合に行う１人KY等もありま
す。１人KY実施時には自問自答カードを用意する等の工
夫で効果を高めることが出来ます。
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４．指差し呼称
作業行動の重要箇所で、対象をしっかりと見つめ、腕を

伸ばして指差し、「○○○○ ヨシ！」とはっきりした声
で呼称して確認する指差し呼称は、KY活動の中にも組み
込まれています。この指差し呼称はどのような狙いで実施
されているのでしょうか。

指差し呼称には意識レベルをギアチェンジし、前向きで
クリアな状態にして作業の正確性と安全性を高める効果が
あります。日常の定常作業はほとんど、フェーズⅡ（正常
でくつろいだ意識状態）で処理されます。しかし非定常
作業を行うとき―すなわち重要箇所で―はフェーズⅢ（正
常で明快な状態）に自分で切り替える必要があります。
（表–２）　この際に指さし呼称は有効であるとされてい
ます。

また、フェーズⅣ (過緊張、パニック状態)をフェーズ
Ⅲに切り替えるためにも指差し呼称は有効です。つまり適
正な状態に向けて意識レベルを引き上げる場合にも引き下
げる場合にも指差し呼称は効果を発揮するのです。

表–２　意識レベルの５段階

フェーズ 意識の状態 注意の作用 生理的状態 信頼性

０ 無意識 ゼロ 睡眠 ゼロ

Ⅰ 意識ぼけ 不注意 疲労、眠気 0.9以下

Ⅱ ノーマル 心の内方へ 定常作業時
0.99～

0.99999

Ⅲ クリア 前向き 積極活動時
0.999999

以上

Ⅳ 過緊張 １点に固執
興奮、

パニック状態
0.9以下

５．効果的なKY活動のために
地盤調査や地盤補強工事は、重機の使用や近接作業もあ

り、他の建設業と同様に危険が伴う業務です。さらに、各
現場での工期が短い傾向があり、敷地の広さや地盤の締ま
り具合などの施工条件が毎回異なるため、こうした条件の
違いもリスクを高める要因となっています。また、作業者
の特性によって、不安全行動の現れ方が異なるという面が
あります。

【経験の浅い作業者】
若者や異業種からの転職者は経験が浅いため危険に対す

る感受性が鈍い傾向があり、危険を危険と認識できず不安
全行動をとってしまいます。こうした作業者は、経験豊富
な作業者と一緒にKY活動に取り組むことで、どのような
ポイントに危険がひそんでいるのかを学び、問題解決能力
を向上させることができます。

【経験豊富な作業者】
ベテラン故の慣れ、「今までは大丈夫だった」経験か

ら、不安全行動をとってしまうケースもあります。危険を
どの程度受け入れて行動するかの性質を危険敢行性といい
ますが、危険敢行性が高くなると安全よりも作業の効率を
優先したり、作業手順の省略といったルール違反を行って
しまう場合があります。これは危険を危険と認識しながら
も不安全な行動をとってしまうケースといえます。危険敢
行性を抑えるためには、監督者による現場での声かけ等が
重要ですが、ＫＹ活動を通して過小評価している危険の再
認識をうながすこともできます。

【高年齢作業者】
建設業界において高齢化が進んでいることも忘れてはな

りません。事業者側には健康診断や体力テストで身体能力
を把握するとともに、作業者に疲労が溜まらないように近
場の現場を割り当てる等の配慮が求められます。一方、
作業者自身も加齢により生じる、反応速度、身体能力の低
下、疲労の蓄積しやすさ等を意識し、それに応じたKYを
行う必要があります。

近年の夏は毎年酷暑の記録が更新されており、私の同僚
は実際にこの夏、調査現場での作業中に熱中症で倒れてし
まいました。変化し続ける環境の中で労働災害を予防する
ためには、各作業者が高い安全意識を持つことが重要で、
実際の災害につながってしまった事故事例・運よく回避で
きた「ヒヤリハット」の事例から学ぶことも大切です。

次号では「現場での事故事例と対策」をテーマとした記
事が掲載される予定ですので、ぜひ安全衛生への取り組み
の一助としてご活用いただければと思います

※参考文献　危険予知活動トレーナー必携
　　　　　　（中央労働災害防止協会、平成27年）

図–2　KY 活動記録表
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